
ｐH電極の洗浄方法 （例） 

１ 用意する物 

① １０L程度の容器（ポリバケツ等） 

② 洗浄剤（中性洗剤等） 

③ 水道ホース 

④ ガーゼ又は脱脂綿 

⑤ 水道水 

２ 洗浄手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水を入れた容器に電極を浸

し、ガーゼや脱脂綿で軽くこす

って汚れを落とす 

ｐＨ電極を水道水でよく洗い、保護カバーを付け元通りにセットする 

処理施設への流入停止を確認 

ｐH計の電源を切る 

ｐＨ電極を槽から抜き取る 

ｐＨ電極を保護しているカバーを外す 

電極を洗う 

薄い酸や中性洗剤を溶かした液

にｐＨ電極を浸しガーゼや脱脂

綿で軽くこする 

汚れが落ちやすい場合 汚れが落ちにくい場合 

注意点 

① 施設によって作業手順が異なる場合があります。 

② 汚れによって洗浄方法を検討してください。 

③ 詳しくはｐＨ計のマニュアルやメンテナンス業者に相談をしてください。 



ｐH計の校正方法 （例） 
 

１ 用意する物 

① ｐH標準液（ｐH6.86、ｐH4.01または原水がアルカリの場合はｐH9.18を使用） 

② 500ｍL程度の清浄な容器（ビーカー等）２個 

③ 洗浄びん 

④ 蒸留水 

 

２ 校正手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意点 

① メーカー毎で作業手順が異なる場合があります。 

② 詳しくはｐＨ計のマニュアルの確認やメンテナンス業者に相談することが必要です。 

ｐH4.01とｐH 6.86の標準液を容器（ビーカー等）に移す 

※使用した標準液は、使用していないｐH標準液に戻さないでください。

こと 

 

洗浄したｐH電極をｐH 6.86の標準液に浸漬し、揺り動かしながら 

ｐHメーターの指示が安定するまで待つ（１分程度） 

※校正の順序を間違えないようにしてください。 

順序を間違えると正確な校正ができません！！ 

※指示値が安定しない場合は、新しい電極の交換を検討してください。 

ｐH計の指示値が 6.86になるように「ADJUSTMENT」又は「ZERO」

調節つまみを回して調節する 

ｐH電極を標準液から出して蒸留水などでよく洗浄する 

ｐH 4.01またはｐH9.18の標準液にｐH電極を浸漬し揺り動かしなが

ら、メーターの指示値が安定するまで待つ（１分程度） 

ｐH計の指示値が 4.01または 9.18になるように「SPAN」又は

「CORRECTION」調節つまみを回して調節する 


